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会社概要 

◆「地球それ自体」と「Globalism」を 
  イメージした２つの球体 

 革新の「赤」+自然の「緑」 
 「より健康で豊かな食生活へのあくなき挑戦の意思」 

◆社名の「Ｗ」「Ｍ」「Ｃ」をモチーフとして造形化 

 【Wisdom】  ・・・(西洋智) 

 【Metta】    ・・・(東洋智) 
             (パーリ語：優しさ/思いやり）   

 【Creativity】  ・・・(価値の創造力) 
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西本Wismettacは 

世界の「食」の向上に貢献する 
食のグローバル流通企業グループ 

私たち 西本Wismettacグループには、 

「食」を通じて、世界の人々の生活を豊かにするという夢があります。 

創業から一世紀を経た今、さらに多くのお客様の「幸せ」に貢献するため、 

世界に広がり続けるグループ各社との連携を深め、夢の実現を目指しています。 

「おいしい」で世界を「幸せ」に。 

これからも西本Wismettacグループは歩み続けます。 
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西本Wismettac：会社概要 

社 名 西本Wismettac (ウィズメタック)ホールディングス株式会社 

本 社 東京都中央区日本橋三丁目10番5号 オンワードパークビルディング 

創 業 1912年5月 

代 表 者 代表取締役会長 洲崎 良朗、代表取締役社長 金井 孝行 

従 業 員 数 1,638名 [2017年12月31日現在]（うちアジア食グローバル事業：1,372人） 

事 業 内 容 

アジア食品の開発及びグローバルでの販売 

青果物全般(フルーツ、野菜、その他加工品)の輸入販売、食品メーカー並びに、 
   外食産業向けの食材の供給 

子会社、関連会社  子会社11社、関連会社5社 

拠 点 所 在 地 
世界46か所（うち北米拠点：23か所） 
日本・米国・カナダ・シンガポール・オーストラリア・オランダ・英国・ドイツ・フランス・中国・
香港・タイ 

連 結 売 上 高 1,720億円 [2017年12月期]  ＊海外売上比率67.3％ 

連 結 経 常 利 益    59億円 [2017年12月期] 

自 己 資 本 比 率    59.0% [2017年12月期] 

明治45年(1912年)に創業後、世界市場に食材・食品を供給するグローバル企業として発展 
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西本Wismettac：沿革 
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2016年 
英国法人を買収 
香港法人を買収 

2012年 
オーストラリア法人を設立 

2011年 
シンガポール法人を設立 
決算期変更(3月⇒12月) 

1921年 
「Shirakiku」(PB)を商標登録 

1920年 
シアトル支店を設置 1982年 

ハワイ法人を買収 

2008年 
上海法人を設立 

2014年 
オランダ法人を設立 

2015年 
カナダ法人を設立 

1912年 
「西本商店」として創業 

明治45年(1912年)に創業後、 
世界市場に食材・食品を供給するグローバル企業として発展 

＊11.12期は決算期変更のため9か月決算 

（＊） 

売上高の推移（億円） 

1912年5月 

2017年 
香港法人を買収 

ドイツ法人及びフランス法人への出資 

2017年9月29日 

東証1部上場 
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世界各国において事業を展開、グローバルで46拠点を展開 
北米（アメリカ・カナダ）においては、23の拠点を保有 
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西本Wismettac：国内・海外拠点一覧 

西本貿易神戸本店 

Wismettacフーズ神戸支店 

3 Wismettacフーズ 

2 西本貿易 

1 
西本Wismettac 
ホールディングス 

10 愛品盟果業貿易（上海） 

9 慧知旺食品商貿（上海） 

8 NTC Wismettac Europe B.V. 

12 慧思味達日本食品（香港） 

西本貿易バンコク駐在員事務所 

6 NTC Wismettac Singapore Pte.Ltd. 

NTC Wismettac Australia Perth Office 

NTC Wismettac Australia Melbourne Office 

7 NTC Wismettac Australia Pty Ltd. 

NTC Wismettac Australia Brisbane Office 

Dallas Office 

Houston Office 

Arizona Office 

San Diego Office 

Hawaii Office 

4 
Wismettac Asian 
Foods, Inc. 

San Francisco Office 

Sacramento Office 

Las Vegas Office 

5 
Wismettac Asian 
Foods, Inc. (Canada) 

Seattle Office 

Atlanta Office 

Orlando Office 

Miami Office 

Washington, DC Office 

New York Office 

Boston Office 

Montreal Office 

Toronto Office 

Chicago Office 

Denver Office 

Calgary Office 

Ohio Office 
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西本貿易 パリ駐在員事務所 

COMPTOIRS DES 3 CAPS SARL 

SSP Konsumgüter TRADE & CONSULT GmbH 

Harro Foods Limited 
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主要事業セグメントの紹介：アジア食グローバル事業 

北米を中心に世界各地で日本食を中心としたアジア食品を販売。商品開発・企画から  
販売までの自社一貫商流を実現。 

 

営業体制及び 
北米拠点網 

 

（北米23拠点） 
（世界37拠点） 

自社物流機能及びシステム 
仕入製品の幅広さ 

及び 
仕入先の多様さ 

（約8,300アイテム）  
PB商品開発力 

及び 
更なるPB化の 

推進 
 
 
 
 

「Shirakiku」 
売上構成比約40% 

 

←関連法規制への対応→ 

顧客ニーズを汲み取った商品開発 

グローバルに最適な産地を選定 

生産者と協同で顧客ニーズに合わせた商品開発 

法令に準拠した生産及び品質管理体制 

  販 売    配 送     保管・分荷    通 関   仕 入 
  商品開発・ 
企画 
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主要事業セグメントの紹介：農水産商社事業 

シトラス 

トロピカル 

バナナ 

野菜 

主な取扱商品 

水産 

冷凍果実・野
菜、缶詰等 レモン

オレンジ

アボカド

グレープフルーツ

パプリカ

キウイ
ブドウ

冷凍イチゴ

バナナ

その他

アスパラガス

チェリー

水産

その他

その他

パイン
その他

その他

その他

日本国内における生鮮青果を中心とした輸入販売。 
サンキスト・グロワーズ社の日本輸入総代理店として、輸入柑橘類で高いシェアを維持。特
にレモン約50％、オレンジ約30％の市場シェア*。 

*2016年財務省貿易統計より算出 

国内シェア 
約50％ 

国内シェア 
約30％ 
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http://www.ipm.co.jp/products/index.html#01
http://www.ipm.co.jp/products/index.html#04
http://www.ipm.co.jp/products/index.html#03
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（単位：億円／下段は売上高構成比） 

  
  

2016年12月期 2017年12月期 

通期実績 通期実績 前期比増減 通期予想 計画比 

業績 

売上高 1,583 
(100.0%) 

1,720 
(100.0%) 

+8.7% 1,694 
(100.0%) 

+1.6% 

売上総利益 279 
(17.6%) 

298 
(17.3%) 

+6.8% 293 
(17.3%) 

+1.9% 

営業利益 73 
(4.6%) 

63 
(3.7%) 

▲13.7% 68 
(4.0%) 

▲7.5% 

経常利益 69 
(4.4%) 

59 
(3.4%) 

▲14.5% 63 
(3.7%) 

▲6.2% 

親会社株主に帰属する 
当期純利益 

28 
(1.8%) 

30 
(1.8%) 

+7.7% 33 
(2.0%) 

▲8.4% 

グループ 
KPI 

北米比率 売上高 59.0％ 58.9% ▲0.1pt - - 

北米比率 営業利益 75.2％ 78.6% +3.5pt - - 

ROWC *1 25.3% 20.3% ▲5.0pt - - 

円ドルレート（期中平均） 108.84円 112.19円 +3.35円 106.19円 +6.00円 

１株当たり当期純利益 *2 227.95円  236.37円 +3.7%   258.08円 ▲8.4% 

2017年12月期決算概要 
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（*1） 当年度営業利益／（（前年度末運転資本+当年度末運転資本）／2） 
（*2） 2017年6月1日付で普通株式1株につき5株の株式分割を行っております。１株当たり当期純利益については、前期首に当該株式分割が行われたと仮定 

して計算しております。 
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調整 

▲0.3 

農水産商社 

▲6.5 為替(北米) 

＋1.7 

73 

2016年12月期 
実績 

2017年12月期 
実績 

（単位：億円） 

北米以外 

＋2.2 

北米 

▲7.5 

その他 

＋0.9 

2017年12月期営業利益の比較（前期比） 

11 

【為替レート（US＄）】 

2016年12月期：108.84円 
2017年12月期：112.19円 

63 

ご参考：上場時業績予想との乖離 
（営業利益▲5.1） 

北米 ▲7.3 

北米以外 +1.2 

農水産商社 ▲4.0 

その他 +0.4 

調整 +2.0 

為替（北米） +2.6 
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2017年12月期セグメント別業績 

（単位：億円） 

2016年12月期 
実績 

2017年12月期 

通期実績 前期比増減 

アジア食グローバル事業 1,061 1,184 +11.6% 

農水産商社事業 483 496 +2.8% 

その他事業 38 39 +2.6% 

合計 1,583 1,720 +8.7% 

外部顧客への売上高 

（単位：億円） 

2016年12月期 
実績 

2017年12月期 

通期実績 前期比増減 

アジア食グローバル事業 60 56 ▲6.0% 

農水産商社事業 10 4 ▲60.1% 

その他事業 1 1 +5.7% 

合計 73 63 ▲13.7% 

営業利益 
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2016年12月期末 2017年12月期末 増減額/率 主な増減要因 

流動資産 651 756 +105 
現預金+69、売上債権
+12、たな卸+19 

固定資産 75 86 +11 
関係会社株式+20、 
減損・のれん償却▲9 

資産合計 727 843 +116 

流動負債 188 196 +8 

固定負債 149 149 0 

負債合計 337 345 +8 

純資産合計 389 497 +108 
IPOによる増加+83、 
当期純利益+31 

負債・純資産合計 727 843 +116 

自己資本比率 53.6% 59.0% ＋5.4pt 

流動比率 345.9% 385.1% +39.2pt 

連結貸借対照表（要約） 

（単位：億円） 
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2016年 
12月期 

2017年 
12月期 

増減額 主な増減要因 

営業活動によるキャッシュ・フロー 38 13 ▲24 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲69 ▲14 +54 （2016年度M&A▲43
あり） 

財務活動によるキャッシュ・フロー 89 85 ▲3 
IPO+83 
（2016年度長期借入実
行96あり） 

換算差額 ▲6 ▲2 +3 

現金及び現金同等物 
2016年 
12月期 

2017年 
12月期 

増減額 主な増減要因 

期首残高 177 229 +51 

増減額 51 83 +32 

期末残高 229 312 +83 

連結キャッシュ・フロー計算書（要約） 

（単位：億円） 
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2018年12月期業績予想 
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2018年度（2018年12月期）の取組み 

16 

2017年度の成果と課題 2018年度の取組み 

＜アジア食グローバル事業＞ 

 北米においては、売上計画（円建て）は達
成。ただし、中長期に向けた課題取組・投資
（人材補強、物流・販売システム開発、効率
化、新規事業）は遅れが生じている。 

 北米以外の地域においては、法人毎の濃淡あ
るも、概ね計画数値通りに進捗。収益貢献化
の目途が立ちつつある。 

＜農水産商社事業＞ 

 主力の青果事業は、営業利益計画対比で未
達。市場環境・相場変動に対する収益上の
代替取組体制の構築が課題。 

 青果事業以外（冷凍、水産、農産、輸出）
は概ね計画通りに進捗。国産商材の取扱いが
本格化。 

＜アジア食グローバル事業＞ 

 北米においては、既存事業の安定成長と構造
改革・効率化に取組むことで安定的な収益貢
献を目指す。 

 北米以外の地域は、目途が付いた取組みを
安定軌道に乗せ、収益化を図る。 

 既存事業の構造改革（PB化、システム更改
等）と新規事業の取組みを両立させる。 

 （新規事業は経費のみ織り込む） 

＜農水産商社事業＞ 

青果事業の立て直し・・・相場変動への対応、
代替産地・商材の育成。 

青果事業以外の収益拡大・・・青果のみに依
存しない収益体質の構築→他商材の取扱拡
大。 

輸出・三国間取引への一層の注力。 
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（単位：億円／下段は売上高構成比） 

  
  

2017年12月期 2018年12月期 

通期実績 
第2四半期 
予想 

前年同期比 
増減 

通期予想 前期比増減 

業績 

売上高 1,720 
(100.0%) 

923 
(100.0%) 

+6.6% 1,848 
(100.0%) 

+7.4% 

売上総利益 298 
(17.3%) 

157 
(17.1%) 

+7.1% 319 
(17.3%) 

+7.1% 

営業利益 63 
(3.7%) 

31 
(3.4%) 

▲2.8% 67 
(3.7%) 

+7.1% 

経常利益 59 
(3.4%) 

31 
(3.4%) 

+2.2% 66 
(3.6%) 

+12.9% 

親会社株主に帰属する 
当期純利益 

30 
(1.8%) 

21 
(2.4%) 

+50.5% 46 
(2.5%) 

+52.1% 

グループ 
KPI 

北米比率 売上高 58.9% - - 57.3% ▲1.6pt 

北米比率 営業利益 78.6% - - 77.3% ▲1.4pt 

ROWC *1 20.3% - - 21.8% ＋1.5pt 

円ドルレート（期中平均） 112.19円 110.00円 ▲2.37円 110.00円 ▲2.19円 

１株当たり当期純利益 *2  236.37円   151.93円 +31.0%   324.98円 +37.5% 

2018年12月期業績予想 
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（*1） 当年度営業利益／（（前年度末運転資本+当年度末運転資本）／2） 
（*2） 2017年6月1日付で普通株式1株につき5株の株式分割を行っております。１株当たり当期純利益については、前期首に当該株式分割が行われたと仮定 
      して計算しております。 
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農水産商社 

+3.4 為替（北米） 

▲0.9 

63 

2017年12月期 
実績 

2018年12月期 
予想 

（単位：億円） 

北米以外 

+2.3 
北米 

+4.8 

2018年12月期営業利益の比較（前期比） 
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【為替レート（US＄）】 

2017年12月期：112.19円 
2018年12月期：110.00円 

その他 

＋0.2 連結調整 

▲1.5 

政策経費 

▲3.0 

67 
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2018年12月期セグメント別業績予想 

外部顧客への売上高 

営業利益 
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（単位：億円） 

  
  

2017年12月期 2018年12月期 

通期実績 第2四半期予想 通期予想 
前年同期比増減 前期比増減 

アジア食グローバル事業 1,184 610 +5.3% 1,254 +5.9% 

農水産商社事業 496 291 +8.1% 548 +10.5% 

その他事業 39 20 +25.1% 45 +13.6% 

合計 1,720 923 +6.6% 1,848 +7.4% 

（単位：億円） 

  
  

2017年12月期 2018年12月期 

通期実績 第2四半期予想 通期予想 
前年同期比増減 前期比増減 

アジア食グローバル事業 56 28 ▲8.6% 62 +9.6% 

農水産商社事業 4 4 +205.0% 7 +79.0% 

その他事業 1 0 - 1 +12.3% 

調整額（政策経費含む） 0 ▲2 - ▲4 - 

合計 63 31 ▲3.1% 67 +7.1% 
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アジア食グローバル事業の業績推移 
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北米 北米以外 

（前期比14%増） 

（前期比9%増） 
（前期比4%増） 

セグメント全体 

前期比12%増 

セグメント全体 
前期比6%増 

（前期比33%増） 
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中期経営計画(2018年12月期~2020年12月期)  
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当社の目指す姿（長期ビジョン） 

事業環境の大きな変化 

商材 

流通 

顧客志向
（嗜好） 

顧

客

V

a

l

u

e

の

変

化
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当社の目指す姿 

食のグローバル流通業において、 

Cross-borderで、 

事業展開国・エリア毎に最適な事業
「プラットフォーム」を構築し、 

「プラットフォーム」上に複数「コンテン
ツ（≒ビジネスモデル）」を展開す
る、 

only one企業となる。 

環境変化を乗り越えたグループとしての成長 
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中期経営計画の基本方針 

既存事業における安定成長を前提に、新規事業の「種まき」「育成」を急ぐ 

 

ニーズの多様化 
ミレニアル世代の台頭、

異文化 

アマゾンエフェクト 
流通革新 

ネットとリアルの相克と
共存 

物流新技術 
IoT、AI 

農水畜産業における
生産性・技術革新 

アグリテック 

既存事業 

安定成長 

成熟した北米市場 
国内青果事業 
北米以外の 
グローバル展開の収益貢献 

新規事業 

BtoB(C)からBtoBへ、次の柱を育成 
法人需要の取り込み 
新コンテンツ開発・展開 
国内からの青果輸出・ 
三国間貿易 

 プラットフォームの充実 
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アジア食グローバル事業の成長戦略  

24 

既存事業：プラットフォームの再構築と既存コンテンツの進化 
 ①北米での安定成長と販売・物流経費構造の抜本的改革の断行 
 ②PB化、商品原価低減施策の一層の推進・・・粗利益率の改善 
 ③北米以外の拠点の収益貢献 

新規事業：新規コンテンツ探索・開発 
 「日本発のValueを世界へ」を事業化・・・顧客の業態別、テーマ別に商品開発と販路開拓を行っていきます

（「Ready-to-Eat Meal」「ビーガン向商品」「グルメ・おいしい」「ヘルス・未病」等） 

投資検討 
 新コンテンツ開発・・・商品本部の立ち上げ 
 物流改革・・・専門スタッフの投入、人材投資も 
 ビッグデータ、AI化、IoT、物流新技術の取り込み・・・システム開発への取り込み 

強み 
 北米におけるプラットフォーム（営業・物流網・ブランド力） 

 マーケットニーズに対応する商品ポートフォリオ・コンテンツ 

 食品・貿易関連法規制への対応能力 

 調達・仕入→貿易・通関→分荷配送までの一貫体制 

弱み 
 北米エリアへの依存度大 

 人手に依存した物流構造 

 マーケットデータ等のデジタル化の遅れ 

 R&D機能構築途上 

機会 
 日本食需要の更なる拡大・グローバル化、アジア食市場への参入 

 日本食→業務用販路、ヘルス志向、給食市場 

 商店・個店からチェーン店・業務用への販路拡大 

 ビッグデータ、AI化、IoTや物流新技術等の技術革新→事業効率
の抜本的革新 

脅威 
 日本食市場への新規参入業者の増加 

 物流経費の大幅増 

 ネット通販業者の参入可能性（アマゾンエフェクト等） 

事業の現状 
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アジア食グローバル事業（既存）の成長戦略：①安定成長と販売・物流経費構造の抜本的改革 

25 

0

20

40

60

80

100

現状 施策後 

営業利益 新規投資 物流費 

人件費等経費 原価 売上増 

北米での安定成長と販売・物流経費構造の抜本的改革 

既存・・・BtoB/C 

• 売上：約5%の安定成長 

• 原価：PB化、共同購買による原価低減 

• 物流費：物流改革によるコスト低減 

新規・・・BtoB、コンテンツ追加取組 

• 新規投資：人材投資を中心に経費支出
のみ織り込み 

＜収益改善イメージ図＞ 

 既存事業のみでも安定的な営業利益額
の成長を実現 

 （売上比は新規事業具現化後に改善） 

約5%の 
安定成長 

PB化、原価低減 

物流改革 

新規投資 

営業利益安定成長 

（％） 
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当社独占

販売品 

PB NB 

アジア食グローバル事業（既存）の成長戦略：②PB化、商品原価低減施策の一層の推進 

PB化、商品原価低減施策の一層の推進・・・粗利益率の改善 

     顧客ニーズにマッチしたPB商品開発 
顧客ニーズを汲み取った上で、グローバルな産
地・生産者とのネットワークを活用し、商品開発
を実施 

構成比 
売上金額ベース 

     PB商品の現地生産 
販売地での現地生産による原価・諸掛コスト
の低減、輸入通関等のレギュレーションリスク
も低減 

1. 

3. 

売上高に対する 
PB及びNBの割合イメージ 

      大手メーカーとの協業による原価低
減・安定供給 
大手メーカーとの協業によるスケールメリット享
受、安定的な供給ソースの確保を実現、実質
的なPB商品として顧客に提供 

2. 

26 

売上比率約40% 
 
右記施策により 
更なる比率向上へ 
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アジア食グローバル事業（既存）の成長戦略：③北米以外の拠点の収益貢献 

北米地域における現在の成長機会を的確に捉え、当該地域での成長を維持 
更に、既に構築された自社の拠点を介して、北米地域の強みと実績をグローバルに展開 

27 

EUROPE 

ASIA 

NORTH AMERICA 

北米事業で培った自社一貫商流・ノウハウ 
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アジア食グローバル事業の業績推移・計画：北米と北米以外 

933  
1,014  1,059  1,112  1,168  

127  

170  
194  

222  

425  

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

2016年12月期 

実績 

2017年12月期 

実績 

2018年12月期 

予想 

2019年12月期 

計画 

2020年12月期 

計画 

売

上

高

（
億

円

）
 

北米 北米以外 

セグメント全体 
前期比6%増 

セグメント全体 
前期比6%増 

セグメント全体 
前期比19%増 
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農水産商社事業の成長戦略  

29 

既存事業・・・主に生鮮青果 
 安定成長マーケットにおける着実な収益成長・・・販売力の一層の強化によるシェアアップ 

新規事業 
 国産青果物の海外販売、海外産青果の海外販売（三国間貿易） 
 農産加工品の新商品・新販路開発、国産品の取扱い拡充 
 水産を主としたアジア食品の国内販売・・・日本食の最大マーケットである「日本市場」のシェア獲得≒世界の日本食市

場のシェア獲得へ 

投資検討・・・抜本的な「調達力」強化 
 国産青果生産者の囲い込み・ブランド化・提携、新商材開発 
 アジア食材の日本国内販売強化（販売増→バイイングパワー） 
 食材資源投資 

強み 
 Sunkist等有力グローワーとの関係 

 輸入シトラスシェアトップクラス 

 世界各国日本食市場での食材販売力 

弱み 
 相場変動による業界全体の収支変化が激しい 

 日本国内における青果市場の成熟 

機会 
 国産青果物の取扱い拡大（輸出） 

 国産生産者の高齢化・農業法人化 

 各種取扱い業務における規制緩和 

 加工物流機能の具備による販路拡大 

 アジア食材の国内販売 

 食材資源投資 

脅威 
 国内販売先（大手小売等）の直接調達拡大 

 日本国自体の購買力低下（人口減少・新興国需要増） 

⇔海外に販売網を保持する当グループの強みにもなり得る 

事業の現状 
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中期経営計画：売上高、営業利益の推移 

30 

1,720  

1,848  

1,989 

2,290  

63 

67 
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90  
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60

70

80
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1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

2017年12月期 

実績 

2018年12月期 

予想 

2019年12月期 

計画 

2020年12月期 

計画 

営
業
利
益
 

売
上
高
 

売上高 営業利益 

1$=112.19円 1$=110円 1$=110円 1$=110円 

（単位：億円） 既存事業の着実な成長により中期経営計画の達成を目指す 

計画値は既存事業のみ取込み。新規事業は経費のみを織り込む。 
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中期経営計画：セグメント別売上高、営業利益 

31 

（単位：億円） 

 売上高 
2017年 

12月期実績 

2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 

予想 前期比増減 計画 前期比増減 計画 前期比増減 

アジア食グローバル事業 1,184 1,254 +5.9% 1,335 +6.5% 1,593 +19.3% 

農水産商社事業 496 548 +10.5% 605 +10.4% 644 +6.5% 

その他事業 39 45 +13.6% 48 +6.6% 51 +6.5% 

合計 1,720 1,848 +7.4% 1,989 +7.6% 2,290 +15.1% 

（単位：億円） 

 営業利益 
2017年 

12月期実績 

2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 

予想 前期比増減 計画 前期比増減 計画 前期比増減 

アジア食グローバル事業 56 62 +9.6% 67 +7.3% 77 +15.8% 

農水産商社事業 4 7 +79.0% 9 +19.1% 10 +16.0% 

その他事業 1 1 +12.3% 2 +43.7% 3 +16.0% 

調整 0 ▲4 - ▲1 - ▲1 - 

合計 63 67 +7.1% 77 +14.6% 90 +16.1% 
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北米 

51% 

欧州 

11% 

豪・亜 

8% 

日本 

30% 

北米 

59% 

欧州 

3% 

豪・亜 

5% 

日本 

33% 

法人所在地域別売上高の計画 

32 

地域展開により、北米以外の地域での売上を拡大させる計画 

17.12期 20.12期（計画） 

売上高 

1,720億円 
売上高 

2,290億円 
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株主還元の方針 

33 

【方針】 
利益配分については、将来の事業展開と財務体質強化のため内部留保を確保しつつ、安定
的な配当を継続していくことを基本方針とする。 

配当性向を重要な指標とし、毎期30％程度の連結配当性向を確保することを目標とする。 

年2回（期末、中間）の配当を実施予定。 

   →2018年12月期の1株当たり配当額は、年間95円（中間40円、期末55円）を予定。 

70円 

40 
中間配当 

55 
期末配当 

0

25

50

75

100

2017年12月期 

（実績） 

2018年12月期 

（予想） 

1株当たり配当額 

95円 
（円） 

配当性向 
約30% 
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Appendix 
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（ご参考）法人所在地域別売上高 

2015年12月期 2016年12月期 2017年12月期 

実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比 

北米 997 63.0% 933 59.0% 1,014 58.9% 

欧州 1 0.1% 31 2.0% 52 3.1% 

アジア／豪州 48 3.0% 58 3.7% 90 5.3% 

日本 535 33.8% 559 35.4% 563 32.7% 

合計 1,582 100% 1,583 100% 1,720 100% 

（単位：億円） 
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FSMA 

仕入先監査（実地・書類） 
適格予防管理者資格取得 
仕入先への指導 
米国代理人（バイオテロ法） 

適格予防管理者資格取得（本部、支店） 

HACCP 

 HACCP管理（保管・分荷、配送、販売） 
 リコールプログラム等の制定 
 スタッフへのHACCPトレーニング 
第3者認証取得（支店） 

その他法令 法令、ラベルのダブルチェック体制・・・システム化 

食品安全強化法
（FSMA） 

 ヒト向け食品の危害予防管理 
 HARPC（HACCP+予防的管理） 

外国供給業者 
  検証プログラム 

輸送業者の衛生管理に関わる規則 

HACCP 水産物HACCP（製造） 水産物HACCPプログラム（保管・分荷、配送、販売） 

その他法令 
バイオテロ法 
低酸性缶詰食品プログラム 

米国連邦州法規則集 
全米貝類衛生プログラム 

カリフォルニア州法  
 （Proposition65） 

（ご参考）当社グループの特長：法規制への対応力 

36 

リスク対応力 

サプライチェーン全体を管理し健康危害
を防止 

法規制対応力 

輸出国・輸入国の連携で既存の法令・ 
新法令に適切に対応 

コンプライアンス 

法令遵守、加えて食品企業としての 
高いモラルを担保 

週報 

支店 
週報 

週報・月報 

【フードセーフティー体制】 
取締役会 

FS統括室 

アジア食グローバル 

事業FS担当 

国内事業FS 

国内事業各部 

FS担当 

アジア食グローバル 

事業FS 

農水産商社事業 

FS 

農水産商社事業 

FS担当 

Value Chainにおける多種多様な現地法規制等に対応するための体制を 
グループ横断的に構築することで、法的リスク等を極小化 

 仕入 通関   保管・ 分荷 販売 商品開発・企画 配送 

自社体制 

主な法規制(米国例) 
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（ご参考）アジア食G事業の特長：取扱い商品群 

日本食を中心としたアジア食品・食材等を米国内、日本、中国、東南アジア等から輸入し、 
約8,300アイテム数に及ぶ商品(2017年12月期ベース)を北米を中心にグローバルに販売 

 

37 

コメ

農産物

ソース・調味料

加工食品

水産物

菓子類
酒

箸・容器等

主な取扱商品 
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（ご参考）アジア食G事業の特長：物流機能及びシステム並びに営業体制及び北米拠点網 

顧客の属性に鑑みた営業人員ポートフォリオ及び顧客ニーズに合わせた配送等の実施により
顧客に対してスピーディーできめ細かなサービスを提供 

 
 
 

自社物流網を活用した分荷小口配送 

３温度帯(常温、冷蔵、冷凍) 

 徹底した在庫管理 

北米全支店でのトラック保有 

物流機能及びシステム  
 
 

北米の日本食レストラン経営者構成に鑑みた営業 
  人員ポートフォリオ 

23箇所に及ぶ営業拠点の保持(主要都市を網羅) 

顧客データベース及び顧客・地域特性分析力 
 

営業体制及び北米拠点網 

11 Dallas Office 

10 Houston Office 

9 Arizona Office 

8 San Diego Office 

7 Hawaii Office 

6 Los Angeles Office 

5 San Francisco Office 

4 Sacramento Office 

2 Las Vegas Office 

1 Vancouver Office 

3 Seattle Office 

23 Atlanta Office 

22 Orlando Office 

21 Miami Office 

19 Washington, DC Office 

18 New York Office 

17 Boston Office 

16 Montreal Office 

15 Toronto Office 

14 Chicago Office 

13 Denver Office 

12 Calgary Office 

20 Ohio Office 

38 
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（ご参考）アジア食グローバル事業の外部環境：北米人口・人種別推移 

米国におけるアジア系の人口は増加し、全体に占める比率も上昇 
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出所：U.S. Census Bureau  「2010 Census Summary」、「2000 Census Summary」、「2014 National Population Projections」 

（百万人） 
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（ご参考）アジア食G事業の外部環境：日本食レストランの拡大  

北米 

約25,300店(約1.5倍) 

（約17,000店） 

中南米 

約4,600店(約1.6倍) 

（約2,900店） 

アジア 

約69,300店(約2.6倍) 

（約27,000店） 

オセアニア 

約2,400店(約3.4倍) 

（約700店） 

アフリカ 

約350店(約2.3倍) 

（約150店） 

欧州 

約12,200店(約2.2倍) 

（約5,500店） 

ロシア 

約2,400店(約2.0倍) 

（約1,200店） 

出所：外務省調べ、農林水産省推計 
  数字は2017年時点、( )内は2013年時点 

中東 

約950店(約3.8倍) 

（約250店） 

海外における日本食レストランは、約2.4万店（2006年）⇒約5.5万店（2013年）⇒
約8.9万店（2015年）⇒約11.8万店（2017年）と拡大を続ける 

40 
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3.5% 

6.5% 

8.1% 

9.0% 

11.3% 

12.0% 

14.0% 

15.0% 

17.7% 

20.4% 

20.9% 

22.5% 

23.7% 

25.6% 

27.1% 

30.6% 

41.7% 

43.0% 

44.5% 

54.6% 

治療・健診 

その他スポーツ（ゴルフ等） 

スポーツ観戦（相撲・サッカー等） 

映画・アニメ縁の地を訪問 

舞台鑑賞（歌舞伎・演劇・音楽等） 

日本のポップカルチャーを楽しむ 

スキー・スノーボード 

自然体験ツアー・農漁村体験 

美術館・博物館 

日本の日常生活体験 

テーマパーク 

日本の酒を飲むこと（日本酒・焼酎等） 

旅館に宿泊 

日本の歴史・伝統文化体験 

四季の体感（花見・紅葉・雪等） 

繁華街の街歩き 

温泉入浴 

ショッピング 

自然・景勝地観光 

日本食を食べること 

（ご参考）アジア食G事業の外部環境：インバウンド効果 
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日本旅行は、帰国後に、自国で日本食レストランを求めるきっかけに 

出所：観光庁「訪日外国人の消費動向2017年10-12月期(速報)」2018年1月 

日本訪問者へのヒアリング：「次回したいこと」（複数回答可） 

「日本食を食べること」は、「次回したいこと」（複数回答可）においても上位につけている状況 
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（ご参考）農水産商社事業の外部環境：政府の輸出促進 

出所：農林水産省（2013年8月） 

日本政府も農林水産物・食品輸出額の成長を後押ししている環境 

国別・品目別輸出戦略 

農林水産物・食品の輸出額を 

2020年までに1兆円規模へ拡大 

水産物 
1,700億円 

加工食品 
1,300億円 

コメ・コメ加工品 
130億円 

林産物 
120億円 

花き 
80億円 

青果物 
80億円 

牛肉 
50億円 

茶 
50億円 

【2012年】 

茶 
150億円 

水産物 
3,500億円 

加工食品 
5,000億円 

コメ・コメ加工品 
600億円 

林産物 
250億円 

花き 
150億円 

青果物 
250億円 

牛肉 
250億円 

【2020年】 

日本食・食文化の発信と合わせた売り込み、健康性のPR等 
（EU、ロシア、米国等） 

欧米での重点プロポーション、多様な部位の販売促進等 
（EU、米国、香港、シンガポール、タイ、カナダ、UAE等） 

新規市場の戦略的な開拓、年間を通じた供給の確立等 
（EU、ロシア、東南アジア、中東等） 

産地間連携による供給体制整備、ジャパン・ブランドの育成等 
（EU、ロシア、シンガポール、カナダ等） 

日本式構法住宅普及を通じた日本産木材の輸出等 
（中国、韓国等） 

現地での精米や外食への販売、コメ加工品（日本酒等）の重点化等 
（台湾、豪州、EU、ロシア等） 

「食文化・食産業」の海外展開に伴う日本からの原料調達の増加等 
（EU、ロシア、東南アジア、中国、中東、ブラジル、インド等） 

ブランディング、迅速な衛生証明書の発給体制の整備等 
（EU、ロシア、東南アジア、アフリカ等） 
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輸出戦略の策定 

PLAN 

検証結果を踏まえ
た国別・品目別輸
出戦略の改訂 

ACT 

戦略に沿った事業
者支援・輸出環境
整備等の実行 

DO 

全国協議会の枠
組みを活用した検
証・見直しを実施 

CHECK 

約4,500億円 

1兆円 
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2,680  
3,136  

3,569  
4,431  4,593  

4,102  4,412  

118  
152  

211  

263  268  

241  
318  

1,698  

2,216  

2,337  

2,757  2,640  

2,357  
2,428  

4,497  

5,505  

6,117  

7,451  7,502  

（6,699）  

（7,158）  

1兆円  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2016年 

（1～11月） 

2017年 

（1～11月） 

平成31年 

2019年 

水産物 

林産物 

農産物 

2019年の輸出額1兆円達成を目指す 

1兆円 

（億円） +0.7% 

（対前年比） 

+6.8% 
（対前年同期比） 

2019年 
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農水産商社事業の外部環境：政府の輸出促進（続き） 

出所：農林水産省「農林水産物・食品の輸出促進について」(2018年1月) 

農林水産物・食品の輸出額の推移 
我が国の農林水産物・食品の輸出は、2013年から4年連続で増加し、2016年輸出実績は7,502億円 

2017年1～11月の輸出実績は、7,158億円で対前年同期比6.8%の増加 

2020年の輸出額1兆円目標について、「未来への投資を実現する経済対策」（2016年8月閣議決定）に 

   おいて、2019年に1年前倒し 
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「食」を通じて、世界の人々の生活を豊かにする 
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